
 

 

 

 

 院長  柿木 滋夫 

小樽にもようやく春らしい気配が感じられるこの頃となりました。

平成 29 年度も約 40 名のフレッシュな入職者を迎えることがで

きました。これもひとえに患者さん、関係御各位、当院職員の

のおかげと思っております。社会人としての第一歩を小樽病院

から踏み出すことになりますのでぜひ皆様にはご指導ご鞭撻

の程よろしくお願いいたします。 

小樽病院の理念は、「患者様に寄り添い良質で心のかよった優しい医療を目指し

ます」です。また、当院の果たすべき役割として「高度急性期から在宅復帰支援に

至るまで患者様に寄り添いチーム医療を推進し、包括的医療を行う」としました。当

院がこれからの激動する医療界において地域住民から信頼され必要とされる病院

となるため、全職員が理念、果たすべき役割をしっかり理解し、一致団結して診療

にあたっていくことをお約束し挨拶といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度に向けて  

平成 29年 5月 



 

外科部長 横山 和之 (よこやま かずゆき) 

出身地：中頓別町→江別市 

北海道大学 

腹腔鏡手術だけでなく消化器全般の手術をやって行きます。 

どんどんご紹介ください。 

 

 

小児科医師 飯田 純哉 (いいだ じゅんや) 

小樽市 

小樽潮陵高校→札幌医科大学 

やっと地元に帰ってきました。頑張ります。 

 

 

 

消化器科医師 外園 正光(そとぞの まさみつ)  

小樽市 

杏林大学 

一年ぶりに戻ってきました。地元小樽で患者さんのために頑張ります。よ

ろしくお願いします。 

   

呼吸器科医師 猪狩 智生(いかり ともお) 

岩見沢市 

岩見沢東高校→旭川医科大学 

小樽市及び後志地方の医療に貢献できる様、努力していきます。よろしく

お願いします 

 

 

臨床研修医 関 航平(せき こうへい) 

北海道紋別市 

東京医科大学 

一生懸命頑張ります。よろしくお願いします。 

 

 

臨床研修医 ユン ヨンフン(尹永勲) 

韓国 光州 

全南大学校 

骨を埋める覚悟でがんばります。 

 

1. 所属 

2. 名前 

3. 出身地 

4. 出身校 

5. 一言 

４月より着任しました医師の紹介 



 

 



 

地域医療福祉連携室 室長補佐 福島洋子 

医療政策の動向では、2025 年モデルを「地域包括ケアシステム」と呼び、医療・介護・

福祉を担う地域の施設・機関が協力して在宅医療の推進を目指すことを求められています。

このような医療政策の中で、PFM 事業として入院支援から退院支援、退院後の支援を一連

のプロセスで実施する組織・仕組みを目指しました。 

平成 28 年 9 月から小樽協会病院に関する実態調査を行い、その結果を基に平成 29 年

1月にPFM事業計画を立案し、幹部会議にて小樽協会病院の事業として承認を得ました。

そして、5 月 1 日より 1 病棟・2 診療科で試行、6 月 1 日からの全院的な本稼働に向け

て、患者支援センターの改装工事等が終了しました。 

 「PFM」はインターネットで検索すると多種多様な文献等が紹介されていますが、事業

計画の作成にあたり、小樽協会病院における PFM について、下記のように定義付けまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PFM の事業目的を「患者サービスの向上と入退院に関する業務の効率化を図る」とし、

目標を下記のように定め、新機能の導入することなく、現機能を標準化・中央化し、業務

を再設計することにより事業導入を意図しました。 

1）入院・退院に関する患者サービスの向上を図る。 

(1)入院支援により、安心して入院できるよう不安・不満の軽減を図る。 

(2)退院支援により、退院に関する負担や困難を軽減する 

2）入院から退院までの医師、外来・病棟の業務の効率化を図る 

(1)入院から退院までの業務を標準化・中央化し、医師・看護師の業務軽減を図る。 

(2)メディカルスタッフへの業務移行によりチーム医療を推進する。 

(3)入院から退院に関する事務作業を軽減する 。 

3）病院増収を図る 

(1)退院支援加算 1 を取得する。 

(2)その他、入院・退院に関する加算を取得する。 

PFM（Patient Flow Management）の紹介 
 

PFM（Patient Flow Management）とは、入院患者の情報を入院前・入院時に

把握し、問題解決に早期に着手する等を目的とする病院内の組織・仕組みとする。 

PFM の組織を患者支援センター内に置く。 

PFM の機能・業務を下記とする 

①入院支援 

・入院前・入院時における入院に関するｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ等の入院支援 

・入院前・入院時における PFM 看護師による患者情報収集と各種リスクのアセ

スメント、必要に応じた MSW の介入の実施 

②退院支援 

・MSW・退院調整看護師による早期からの退院支援と 

地域連携の実施 



具体的な展開として、PFM 業務フローを紹介します。               

 

PFM 導入により、紹介から入院日までに 3 日以上間隔がある紹介入院患者様に対して

は、事前に入院書類・入院案内、問診票などを送付させて頂き、事前にご準備をして頂く

ことを予定しております。また、入院時は、入院窓口で入院手続きをして頂き、入院の説

明・情報収集等の対応をさせて頂く予定です。緊急入院の患者様に対して従来通りの入院

支援となりますが、入院 7 日以内に MSW が面談などの対応を行い、早期に退院支援を開

始いたします。 

PFM 事業の目指していることは患者様が安心して入院し退院できる体制です。そして

「多様な患者様の状況に適切に対応する」がキーワードです。関係医療機関・福祉施設の

皆さまのご理解・ご協力を得て、小樽協会病院として現有の多様な連携システムを含めて

連携体制を検討し、患者様が安心して入院し退院できる環境整備をしたいと考えます。 

 

 

小樽協会病院での

入院患者様の内訳

は、予定入院が

40％台、当日入院

が 40% 台、夜

間・緊急入院が

10％台でした。そ

のため、当日入

院・救急入院の患

者様への入院・退

院支援が求められ

ます。また、緊急

入院の患者様は退

院支援加算の加算

対象であり、全入

院患者様の退院後

の支援を含め業務

を標準化しまし

た。そのうえで 

入院支援の標準的

支援を患者支援セ

ンターに中央化す

ることで業務の効

率を目指しまし

た。 



 



 

 

 

平成２９年３月２日に小樽協会病院講堂にて、第２７回地域連携シン

ポジウムを開催いたしました。市内近郊の開業医の先生方をはじめ、慢

性期病院の先生方、老健施設の施設長、多数の先生のご出席を賜りまし

た。また今回は新たな試みとして地域の介護支援専門員の方々にもご出

席賜りました。今回は田辺三菱製薬株式会社との共催にて行われ、準備

段階から御協力いただきました。 

シンポジウムはⅠ部、Ⅱ部に分かれ、Ⅰ部は当院循環器科の長井医師

より、「循環器科からみたＳＧＬＴ２阻害薬への期待」のテーマで、これまでの治療のデー

タを踏まえながらＳＧＬＴ２阻害薬への期待する内容を発表いたしました。 

 

Ⅱ部では、南小樽病院の大川博樹院長を座長にお迎えし、会の進行

をお願いいたしました。当院小児科の辰巳先生、リハビリ科の山﨑先

生にご講演いただきました。 

 

最初に小児科の辰巳先生から「身長は語る：低身長

を主訴に来院した小児の検討より」というテーマで、

低身長など発達が順調でない場合、虐待されているケ

ースもあり、低身長という主訴の奥に子供の成長を阻

んでいる大きな問題が隠れていることもあるため、医療者は気をつけて診

なければならないと話されていました。 

 

リハビリ科の山﨑先生からは「当院における地域包括ケア病棟の動向」

というテーマで、当院の地域包括ケア病棟について、スライドを交えな

がらわかりやすく講演いただきました。リハビリだけでなく、サブ・ア

キュートやレスパイトでも対応可能なため、お困りの症例がありました

らご相談いただければ幸いです。 

 

 

今回参加いただきましたケアマネージャーの方々からも質問があり、充実したシンポジ

ウムになりました。座長の労をとっていただきました大川先生をはじめ、お越しいただき

ました各医療機関、老健施設の先生方、各

居宅支援事業所のケアマネージャーの方々

にお礼を申し上げます。次回もプログラム

が出来次第、ご案内させていただきますの

で、どうぞご参加くださりますようお願い

いたします。 

 

第２７回地域連携シンポジウムを終えて 

   



 

7 月から毎月第１土曜日の 10 時半から、がん患者サロン「しらかば会」を始めることに

なりました。 

 「しらかば会」とは、患者さんやご家族の方々が、同じ病気の方と出会い、がんとうま

くつきあい、自分らしい生活を過ごせるようなヒントを得られる場を目指して開設しまし

た。しらかば会は、それぞれの語りを大切にするささやかなサポートの集いです。小樽協

会病院のがんサロンでは、交流の場のほかに、療養に役立てていただけるよう、勉強会を

開催します。 

会の名前「しらかば」は小樽市の樹から名づけた物です。（皆さんはしらかばが小樽市の

樹だということをご存知でしたか？） 

当院のがん患者サロン「しらかば会」も、小樽の皆さんに身近で、そっと寄り添うこと

の出来る会にしたいと思っております。 

 

★第１回がん患者サロン「しらかば会」★ 

日時：7 月 1 日 １０：３０～ 

場所：当院 講堂 

対象：当院にがんで通院もしくは入院している患者様もしくはご家族様 

講師：竹藪副院長 

 

 

 

 

3 月 24 日、2 階講堂において講師に札幌徳洲会病院アレルギ

ー科の続木先生をお迎えして講演会『小児のスキンケア アトピ

ー性皮膚炎の考え方』を開催しました。 

若いお母さま方を中心に、お子さんや旦那さんと一緒の方もい

て 30 名ほどにご参加をいただくことが出来ました。アトピーは

決して減少していないことや、放置していたらいくつになっても

治らないこと、アトピー性皮膚炎になると他のアレルギーも出やすくなること、アトピー

性皮膚炎のスキンケアの基本は 

荒れた肌を鎮める治療  ②体の清潔を保つこと   ③保湿  

の 3 つが大切なことなど続木先生のお話はとても分かり易かったです。講演の後にはいく

つもの質問が寄せられ、続木先生がひとつひとつ丁寧にお答えしていました。 

次回は6月１７日に乳がんに関する講演を行う予定ですので皆様のご来場をお待ちしてお

ります。 

 

 

 

第 6 回ふれあい健康講座 

『小児のスキンケア アトピー性皮膚炎の考え方』を開催いたしました 

がん患者サロン「しらかば会」開催のお知らせ 

編集後記 

長い冬が終わり桜の咲く季節になりました。新しい職員

も増え、病院の中の雰囲気もだいぶ変わりました。これか

らも小樽協会病院の情報を皆様にお届けできるようにが

んばっていきたいと思います。(渡辺) 
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